理事長所信（案）
一般社団法人安城青年会議所2014年度
第55代理事長　深津貴弘
作家村上龍は最近のエッセイの中でこう話しています。「世界が非常に複雑になってしまった。今何が変化しているのか、何が起こっているのか、これからどうなるのか、誰も正確にはつかんでいないように見える。」
私たちの暮らす社会は、私たちが子供の頃に見上げていたそれとは大きく様相を異にしています。奔流のように現れては消えていく膨大な情報、簡単には正解を導き出せない問題の数々、そして周囲を取り囲む漠とした不安。こういった事象は、個人にだけではなく、企業・事業所等の法人、そして、当然のことながら各地の青年会議所にも同じように押し寄せている、いわば時代の趨勢です。何も対応を講じずに座視していれば、あっと言う間に時代に取り残されてしまうでしょう。
私は、そういった状況を突破するためには三つの要素が欠かせないと考えています。揺るがない「意志」と、その意志を具体化するための「準備（シミュレーション）」と、そして、同じ志を持った「仲間」の三つです。それらは一朝一夕に物することができるものではありませんが、それらを得るチャンスを与えてくれる場のひとつが、青年会議所だと考えています。
本年度、一般社団法人安城青年会議所は設立55周年という節目の年を迎えました。しかし、それは到達点を意味するものではありません。私は、次年度にバトンを繋いではじめて55周年という節目を全うすることができるのだと考えています。節目というものは、竹を例に取って言えば、その数が多ければ多いほど、竹をしなやかに強くします。私は、一般社団法人安城青年会議所を次の節目に向けてグンッと伸ばしていく、その一端を担いたいと考えています。
そして、このような考えから、私は自分自身を「繋ぎ」の理事長であると規定しています。「繋ぎ」という言葉にどこかポジティブではない意味合いを感じ取られる方があるかも知れませんが、いまから三年前、プロ野球セントラル・リーグでは、中継ぎの投手が史上はじめてペナントレースのＭ.Ｖ.Ｐ.を獲得しました。
中継ぎの投手は、登板機会が無いかも知れないのに、毎試合毎試合観客のいないブルペンで肩をつくり（＝準備をし）、登板したところで、相手打者をアウトに仕留めれば“抑えて当たり前”と言われ、万が一打たれれば非難されます。そういった難しい場面で、相手打者をアウトに切って取って、キッチリ後ろの投手へ繋ぐ。もちろん、繋いでいくためには「準備」や「シミュレーション（戦略）」は欠かせません。私は、後ろへ繋ぐということは価値のあることなのだと強く信じています。私は全力で、一般社団法人安城青年会議所というバトンを次代へ繋いでいきたいと考えています。
そして、「繋ぎ」という言葉にもうひとつの意味を込めています。
私は、昨年度は副理事長という要職を仰せつかってはいましたが、一昨年に委員長を務めたばかりで、どう贔屓目に見ても経験不足は否めません。しかし、私は、そのことを補って余りあるほど「仲間」に恵まれました（本年度の理事や副委員長たちの顔触れを見て下さい！）。確かに、本年度の会員数は45人と、近年で最も少なくなりました。しかし、私は青年会議所活動を、言ってみれば社会に於ける「部活」と捉えています。45人の仲間と一緒になって、汗と涙にまみれる部活です。人数は少なくとも、チーム一丸となって目標に向かって突き進む、そんな部活（＝組織）を形作りたいと考えています。
これは加藤泰司先輩が言われたことですが、「集団」と「組織」は別物です。私は、少人数ではあっても、一般社団法人安城青年会議所が「組織」として機能するよう、会員ひとりひとりを繋いでいく役割を担いたいと考えています。
加えて、ひととひとを繋げるということは、本年度の一般社団法人安城青年会議所のスローガンである「ＪＯＩＮ　ＵＳ！（ジョイナス！）」にも当て嵌まります。昨年度の一般社団法人安城青年会議所は、単年度ベースで赤字となりました。法人としては看過できない問題です。これを克服し、かつ、各委員会の例会事業や各事業を満足に運営していくための特効薬は、会員数のアップ以外ありません。ひとりでも多くの志ある若者に一般社団法人安城青年会議所と繋がって（＝ＪＯＩＮして）頂けるよう、私は努めていく所存です。
本年度は、一般社団法人安城青年会議所にとって大恩ある一般社団法人西尾青年会議所から公益社団法人日本青年会議所東海地区愛知ブロック協議会会長が輩出され、一般社団法人安城青年会議所と縁のある一般社団法人岡崎青年会議所からは公益社団法人日本青年会議所会頭が輩出されました。そして、我が一般社団法人安城青年会議所は周年式典を開催致します。まずは、この職責の多い年に、委員長職を快く受任して頂いた委員長の皆様には、最大限の敬意を表します。
55周年特別会議
過去に感謝し、未来を想い、そして現在を一生懸命に活動するのが青年会議所活動なのだとすれば、節目を記念した式典を開催することは、我々現役メンバーにとって栄えある職責と言っても差し支えないでしょう。55周年特別会議は、山本智志直前理事長のマネジメントの下、竹中大輔議長を中心にして、経験豊かな副理事長と才気溢れる委員長がその脇を固めて、そして、理事長の私が管掌します。「おもてなし」の心を持って取り組みたいと考えています。
式典のスケジュールとしましては、七月に開催したいと考えています。地元安城市は七夕まつりのまちです。本来七夕が祝われる七月に開催し、式典会場を色とりどりの短冊でデコレートして、お客様をおもてなししたいと考えていますが、いかがでしょうか！
青少年開発委員会
委員長は石川邦克君に務めて頂きます。私と石川邦克委員長は、昨年度の青少年の心開発委員会に於いて、私は青少年開発室副理事長として、石川邦克君は副委員長として、同じ釜の飯を喰った仲です。昨年一年間、副委員長として委員長を支えた石川邦克君の姿は強く印象に残っています。
青少年開発委員会は、ここ数年は「わんぱく相撲」安城場所を設営してきましたが、本年度はその前例に捉われる必要はありません。しかし、委員長の理念・目標が「わんぱく相撲」の中でこそ達成できるものだと思い至り、結果として、本年度も「わんぱく相撲」を設営したい！ということであれば、私は理事長としてその判断を全力で支持します。石川邦克委員長には、青少年開発委員会の原理原則に立ち返って、青少年を育成する事業の構築に努めて頂きたいと考えています。
私と石川邦克委員長は卒業予定者です。ともにこの一年間を駆け抜けたいと考えています。
地域開発委員会
安城七夕まつりを「静」のまつりから「動」のまつりへシフトさせる一翼を担ったのは、安城青年会議所の先輩諸兄です。そして、その伝統を受け継ぐ本年度の委員長は生駒健一君です。
生駒健一委員長は、一昨年の新入会員時は地域開発委員会へ配属されました。生駒健一君が安城七夕まつりでたくさんの汗を流している姿が、私の目に焼き付いています。生駒健一委員長には、あとに続く若い仲間に、汗をたくさん流せる場をつくって欲しいと考えています。
本年度の安城七夕まつりでは、近年一般社団法人安城青年会議所が活動拠点としてきた場所（＝願いごと広場）が南明治土地区画整理事業に伴って閉鎖されるという情報を耳にしました。逆を言えば、安城七夕まつりに於ける一般社団法人安城青年会議所の新しいスタンスを構築する好機と言えます。生駒健一委員長には、後代にとって新たなスタンダードとなるような七夕事業の設営を期待しています。
会員資質向上委員会
私が八年前に一般社団法人安城青年会議所へ入会した際に配属されたのが、加藤泰司先輩が委員長を、大見健輔先輩が副委員長を務められた会員資質向上委員会でした。そして、一昨年私が竹中大輔第53代理事長より任された委員会が会員開発委員会でした。そんな、私にとってとても思い入れのある委員会が会員資質向上委員会ですが、本年度は杉浦正典君に委員長を担って頂きます。
杉浦正典委員長には、自身の担当例会や担当事業に於ける会員の出席率だけではなく、一年間すべての例会並びにすべての事業に於ける会員の出席率の向上を目指して頂きたいと考えています。杉浦正典委員長であれば、会員皆をモチベイトすることができると信じています。
そして、会員の資質の向上に寄与するようなテーブルスピーチ事業の構築にも期待しています。
広報総務委員会
本年度の広報総務委員会委員長を務めるのは、本年度の理事に於いては紅一点の杉浦里美君です。周年式典の設営や記念誌が作成される本年度は、近年にも増して広報総務委員会の役割は大きいと言えます。同時に、ホームページやフェイスブックなど、時流に合わせた広報活動も求められています。そして、それらの情報発信活動は、ひととひととを「繋ぐ」、私にとっても非常に重要なものであると言えます。
対内的な広報活動である「ＪＣニュース」にも、杉浦里美委員長のカラーが出ることを楽しみにしています。もっと会員の素顔に迫って欲しい！期待しています。
加えて、杉浦里美委員長には、公益社団法人日本青年会議所へ出向してきたことで得られた経験を一般社団法人安城青年会議所へ還元して欲しいと、私は考えています。
事務局
事務局長には、一昨年は事務局次長を、昨年度も富田晋介事務局長を支える局員を務められた杉浦真悟君に就いて頂きます。一般社団法人安城青年会議所の慣習では、事務局長が他の委員会よりも早く事務局次長や局員の人選を進められるというアドバンテージが認められていましたが、彼にそのアドバンテージを与えませんでした。しかし、杉浦真悟事務局長はそんなことには腐らず、優秀な二人の事務局次長をはじめとして、ベストの布陣を敷いてくれました。
事務局長には、本年度も財務委員長を務めて頂きたいと考えています。一般社団法人安城青年会議所が過日経験したことを踏まえまして、例年以上に厳しい目をもって、財務のマネジメントに臨んで頂きたいと考えています。
末筆になりますが、「繋ぐ」の語源について少しだけお話したいと思います。「繋ぐ」は「綱」を語源としていますが、同様に「綱」を語源とする言葉で「3.11」以降ひときわ人々の口の端に上るようになったのが「絆」です。「絆」という言葉は、あの震災を見聞きした人にとって、心の深いところに響く言葉だと思います。つまるところ、ひととひととの繋がり（＝絆）だけが、私たちを取り囲む様々な状況を突破する拠り所になるのだと、私は考えています。
